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【方法】QI は京都大学 Quality Indicator/Improvement Project（QIP）参加病
院の DPC データを使用し、日本および CDC（アメリカ疾病予防管理センター）
のガイドライン遵守の有無を測定した。対象症例は対象 11 領域の手術を受け









【結果】対象病院は 83 病院、組織文化の回答者は 4,856（回収率 78.0％）、対象
症例は 23,172 症例であった。周術期の抗菌薬投与に関して、国内ガイドライン
































医療の質の分析には全国 83 病院の 11 の手術領域における 23,172 症例の周術期














  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成２７年２月１２日実施の論文内容とそれ
に関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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